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スタンレー電気健保組合の
保険料率は、9.3％

負担割合は君たち:会社＝4.65:4.65だ！

4.65％ 4.65％

4.65% 9,300円

4.65% 23,250円





スタンレー電気健保組合

スタンレー電気健保組合では加入した君たちとご家族の病気の予防・早期発見や
健康づくりに力を入れているよ。取り組みを確認してみよう。

スタンレー電気健保組合の取り組み

記念日が
増えちゃうかも♡

詳しくは健保組合に
聞いてみよう!

健診以外にも
こんなにあるんだね!

病気の予防・早期発見や

健康づくりのための取り組み(保健事業)

■実施状況

詳しくは

人間ドック
30歳以上の従業員と
被扶養者家族
（自己負担5,000円）

けんぽ共同健診
30歳以上の従業員と
被扶養者家族
（自己負担なし）

特定保健指導
40歳以上のメタボ
対象者に実施

インフルエンザ予防接種
接種費用の本人負担額
を1,000円とし超過分を
補助

禁煙サポート
継続的な喫煙者に遠隔
で取り組めるサポート
プログラムを導入

スイッチOTC
医療用医薬品から市販
薬に転用したスイッチ
OTC医薬品のご案内

健康アプリ「Finc」 健康維持･増進のための
健康応援ツールを導入



スタンレー電気健康保険組合の保健事業

当健康保険組合の保健事業のうち、主なものについてご紹介いたします。

・ 補助の対象者は、30歳以上(受診日現在)の被保険者と被扶養者です。

・ 一般健診（自己負担なし）と人間ドック（自己負担5,000円）があります（利用は年1回（当年4/1～翌年3/31））。

・ 申し込み方法や、注意点など詳細につきましては、当組合ホームページをご覧ください。

一般健診・人間ドックの補
助

当健康保険組合のホームページのURL

https://www.stanley-kenpo.or.jp/

〒153-8636 東京都目黒区中目黒2-9-13
☎03-6866-2601 fax03-6866-2273

ヘルスupプログラム（特定保健指導）

健康保険についてもっと知りたい方は
健康保険組合連合会（けんぽれん）の
『ミライラボ』もチェック！

・・・健康に過ごすために・・・

健康診断等の結果により、40歳以上の方で「生活習慣病発症の危険性が高い」と判定された方に、「特定保健指導」
を実施いたします。
＊スタンレー電気健康保険組合では３５歳から対象となります。

ポッコリお腹にご用心！

✓ 食事・睡眠・運動のバランスを大切に。

✓ 悩んだとき、困ったときは周りの人に相談しましょう。

✓ 体調不良を感じたら、早めに医療機関を受診しましょう。

食事 運動 禁煙 睡眠

食べ過ぎ・飲みすぎ・運動不足

体重を増やさないようにしましょう。

＊健康に過ごすために
＊

保健師通信「いたわり」を発行しています。
自分の不調や変化に早めに気づいてケアすることが、一番の健康維持です。
そして早めに気づいてケアできるのは、自分だけです。
これから長く付き合ってく、かけがえのないご自分の体をいたわっていきましょう。

対象の方にはご自宅に届きます。
必ずご参加ください。

「20歳から10㎏以上体重が増加した人」3人に1人
（スタンレー電気健康保険組合 2023年度健康診断結果より
）
内臓脂肪は基礎代謝が急激に下がるのは30代後半か
ら、エネルギーを消費しきれず、どんどん蓄積します。



健康保険の給付一覧（７０歳未満：令和7年４月現在）
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療養の給付（本人）・家族療養費 医療機関に被保険者証を提出して必要な医療・看護を受ける。
本人・家族とも、かかった医療費〔入院時の食（住）費を除く〕の７割（小学校入学前は８割）が健康
保険から給付され、３割〔２割〕を一部負担金として医療機関の窓口で支払う。

一部負担還元金

レセプト（医療費請求書、
以下同じ。）１件ごとの自
己負担（高額療養費を除く、
以下同じ。）から、２０，００
０円を控除した額。

家族療養費付加金

レセプト１件ごとの自己負
担から、２０，０００円を控
除した額。

訪問看護療養費付加金

レセプト１件ごとの自己負
担から、２０，０００円を控
除した額。

家族訪問看護療養費付加
金

レセプト１件ごとの自己負
担から、２０，０００円を控
除した額。

合算高額療養費付加金

合算高額療養費にかかる
自己負担から、レセプト１
件につき２０，０００円を控
除した額。

傷病手当金付加金

標準報酬日額（※）の15％

入院時食事（生活）療養費（本人・家族） １日３食を限度に１食につき510円を自己負担し、残り
を現物支給。 療養病床に入院する65歳以上は１食510円、居住費１日370円を自己負担し、残
りを現物支給（低所得者等は減額）。

訪問看護療養費・家族訪問看護療養費（本人・家族） 在宅の患者が医師の承認を得て、

訪問看護ステーションから派遣された看護師等から療養に伴う世話や看護が受けられる。療養
の給付・家族療養費と同じ割合の基本利用料が自己負担となる。

保険外併用療養費（本人・家族） 評価療養（先進医療等）、患者申出療養（国内未承認医療品の使
用等）や選定療養（差額ベッド、歯科の材料差額等）を受けるときは、一般医療と共通する部分の
医療費が保険外併用療養費として、療養の給付・家族療養費と同じ割合で健康保険から給付さ
れる。一部負担金・標準負担額と先進医療の技術料・差額ベッド料等が自己負担となる。

高額療養費（本人・家族） 一部負担金（基本利用料を含む）が、①歴月での１ヶ月・１人・１医療機
関ごとに、②１件２１，０００円以上を１世帯で合算して、所得区分に応じ定められた自己負担限度
額（★）を超えたときは、超えた額を医療にかかった比率に応じて高額療養費として、あとで健康
保険組合から払い戻される。

＊「限度額適用認定証」を提示すれば、高額療養費が現物給付となる。

「 限度額適用認定証」は入院のほか、外来診療についても利用できる。

高額医療・高額介護合算療養費（本人・家族） １２ヶ月の医療費と介護保険の自己負担の合計が
所得区分に応じ定められた自己負担限度額（☆）を超えたとき、その超えた額を医療、介護の比
率に応じて按分した額が給付される。

療養費（本人・家族） 出先で急病にかかり、保険証を持ち合わせていなかった等のやむを得ない
事情で保険を使えなかった場合、輸血のための生血、コルセット、医師の同意を得てあんま、はり、
灸、ﾏｯｻｰｼﾞにかかった費用なども療養費に該当。

移送費・家族移送費 入院・転院または転地療養が必要と医師が認めた場合で、歩行が困難なと
きに受けられる。原則として事前に健康保険組合の承認が必要。

傷病手当金（本人） 病気・けがのため引き続き４日以上仕事を休んで給料が受けられないとき、
４日目から１日につき標準報酬日額（※）の３分の２が健康保険から給付される。支給期間は支給
開始日から通算して１年６ヶ月。
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出産育児一時金（本人）・家族出産育児一時金 妊娠４ヶ月以上で出産（生産・死産）したとき、1児
ごとに５００，０００円（産科医療補償制度へ未加入の医療機関で出産の場合４８８，０００円）が給
付される。

出産手当金付加金

標準報酬日額（※）の15％
出産手当金（本人） 出産のために給与が受けられないとき、１日につき標準報酬日額（※）の３分
の２が健康保険から給付される。支給期間は、出産日以前４２日（多胎妊娠の場合は９８日）、産後
５６日までの期間。出産が予定日より遅れた場合、その期間も給付される。
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埋葬料[埋葬費]（本人） 本人が死亡し、家族が埋葬を行ったときは埋葬料、友人や勤め先など
が埋葬を行ったときには埋葬費が給付される。給付額は、埋葬料が５０，０００円、埋葬費が５０，
０００円の範囲内で実費。

埋葬料付加金

５０，０００円

家族埋葬料付加金

３０，０００円家族埋葬料（家族） 被扶養者が死亡したとき、５０，０００円を給付。

健康保険法で決められている給付が「法定給付」で、協会けんぽでも健康保険組合でも共通して支給されるものです。 「付加給付」
は、「法定給付」に上乗せして、当健康保険組合が独自に行う給付です。

※標準報酬日額＝支給開
始月を含む直近の１２ヶ月
の各月の標準報酬月額平
均額÷30
被保険者期間が１年間に
満たない人は、当該者の
被保険者期間における標
準報酬日額の平均か、当
組合の全被保険者の平均
標準報酬日額のいずれか
低い額。

標準報酬月額 ★自己負担限度額（月額）
☆高額医療・高額介護合算療養費の

自己負担限度額

70歳未満が
いる世帯

７０～74歳がいる世帯

83万円以上 252,600円+（医療費-842,000円）×1％ 212万円

53万～79万円 167,400円+（医療費-558,000円）×1％ 141万円

28万～50万円 80,100円+（医療費-267,000円）×1％ 67万円

26万円以下 57,600円 60万円 56万円

低所得者 35,400円 34万円 低所得 Ⅰ 19万円
Ⅱ 31万円
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